
　

７
月
22
日
に
「
特
別

区
職
員
研
修
所
講
師

に
よ
る
差
別
発
言
事

件
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
夏
期
学
習
交
流
会
を
開
き
、
東
京

清
掃
染
書
記
長
か
ら
経
過
と
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

清　友
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夏期学習
交 流 会

り
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
も
ろ
出
し
の

差
別
事
件
で
す
。
中
野
区
で
発
生

し
ま
し
た
。

　

有
料
シ
ー
ル
の
不
適
正
な
貼
付

や
分
別
の
不
徹
底
を
再
三
注
意
し
、

取
り
残
し
し
た
と
こ
ろ
、
ご
み
袋

に
「
だ
ま
っ
て
も
っ
て
け
糞
ゴ
ミ

屋
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　

排
出
事
業
者
は
、「
ご
み
は
出
し

た
が
、
落
書
き
は
し
て
い
な
い
」

の
一
点
張
り
。
中
野
支
部
は
区
当

局
へ
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を
求

め
て
申
入
れ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
に
共
通
す
る
も

の
は
、
23
区
当
局
が
過
去
に
発
生

続
出
す
る
清
掃
差
別
事
件
は

特
別
区
の
清
掃
事
業
に

対
す
る
姿
勢
を
問
う
て
い
る

　
「
清
掃
職
員
は
給
料
が
高
過
ぎ

る
」「
有
給
休
暇
を
取
り
過
ぎ
る
」

「
技
能
長
は
馬
鹿
ば
か
り
」「
職
員

を
も
っ
と
減
ら
せ
る
」「
年
寄
り
連

中
が
こ
ん
な
生
ぬ
る
い
職
場
に
し

て
き
た
」
等
々
、
特
別
区
職
員
研

修
所
講
師
の
差
別
発
言
で
す
。

　

事
件
に
対
す
る
取
組
み
に
よ
り
、

研
修
内
容
が
講
師
の
一
存
で
決
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
研
修
所
担

当
者
が
講
義
に
立
ち
会
っ
て
い
な

い
等
の
ず
さ
ん
な
事
務
は
一
部
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
該
の
講
師
は
当
初
「
言
葉
不

足
、
配
慮
不
足
」
と
自
ら
の
発
言

を
正
当
化
、
差
別
意
識
に
基
づ
く

こ
と
を
認
識
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

謝
罪
文
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

事
実
確
認
は
一
定
の
区
切
り
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た

原
因
の
解
明
と
対
策
に
協
議
の
比

重
を
移
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
残
念
な
が
ら
、
新
た
に

二
つ
の
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
別
の
研
修
所
講
師
が
研

修
で
「
勤
務
時
間
内
の
洗
身
は
問

題
」「
本
来
業
務
に
従
事
し
て
特
勤

手
当
が
支
給
さ
れ
る
の
は
お
か
し

し
た
清
掃
差
別
事
件
を

踏
ま
え
た
職
員
研
修
や

住
民
広
報
を
行
っ
て
い

な
い
こ
と
、
そ
の
背
景

に
は
清
掃
事
業
を
大
事

に
す
る
覚
悟
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
23
区
当
局

の
姿
勢
を
変
え
る
取
組

み
が
重
要
で
す
。

学習会の後は懇親会

差別落書きされたごみ袋

い
」
と
、
判
例
や
労
使
確

認
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

発
言
を
し
た
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
直
後
に
研
修
所

が
研
修
生
に
「
発
言
の
訂

正
」
を
し
て
陳
謝
。
講
義

全
体
の
流
れ
は
問
題
が
な

く
、
講
師
も
自
ら
の
無
知

を
反
省
し
ま
し
た
の
で
、

収
束
へ
向
け
た
協
議
に
入
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■
高
齢
者
集
会
の
対
応

　

９
月
14
日
と
15
日
に
開
催
さ
れ

る
高
齢
者
集
会
は
、
今
年
も
各
単

会
に
参
加
者
数
が
割
り
振
ら
れ
ま

し
た
。
清
掃
は
両
日
と
も
２
名
枠

で
す
の
で
、
三
役
・
幹
事
が
対
応

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
都
庁
退
親
睦
交
流

バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
扱
い

　

９
月
21
日
に
、
都
庁
職
員
退

職
者
連
合
会
の
親
睦
交
流
バ
ス
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
群
馬
県
の
川
場
村
・
世

田
谷
区
民
健
康
村
を
訪
ね
る
ツ

ア
ー
で
す
。
川
場
村
は
世
田
谷
区

と
の
合
併
問
題
で
注
目
さ
れ
ま
し

た
が
、
深
い
交
流
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
親
睦
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
に

は
昨
年
か
ら
清
掃
も
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
単
会
役
員
ク
ラ

ス
を
中
心
と
し
た
親
睦
を
目
的
と

し
て
お
り
、一
般
的
な
バ
ス
ツ
ア
ー

と
は
違
う
公
式
行
事
的
要
素
も
あ

り
ま
す
。
昨
年
は
参
加
者
に
参
加

の
半
分
を
会
か
ら
助
成
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

■
秋
期
学
習
交
流
会
等

　

東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

原
発
さ
よ
う
な
ら
集
会
、
秋
期
学

習
交
流
会
、
秋
の
旅
行
会
の
取
組

み
方
を
確
認
し
ま
し
た
。
確
認
し

た
内
容
は
別
に
掲
載
し
た
記
事
の

と
お
り
で
す
。

第２回
幹事会

　

７
月
22
日
に
第
２
回
幹
事
会
を
開
催

し
、
①
高
齢
者
集
会
、
②
都
庁
退
親
睦

交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
、
③
東
京
清
掃
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
、④
原
発
さ
よ
な
ら
集
会
、

⑤
秋
期
学
習
交
流
会
、
⑥
秋
の
旅
行
会

の
対
応
方
法
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

費
を
自
己
負

担
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

が
、
昨
年
の

参
加
者
の
感

想
を
踏
ま

え
、
参
加
費

９
月
10
日
に
東
京
清
掃

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

東
日
本
大
震
災
の
関
係
で
延
期

し
て
い
た
東
京
清
掃
本
部
主
催
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
９
月
10
日

午
後
５
時
30
分
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル
（
後
楽
園
）

で
開
か
れ
ま
す
。
各
地
連
15
・
本
部
２
・
青
年
部
２
・

退
職
者
会
１
の
20
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

退
職
者
会
チ
ー
ム
は
延
期
に
な
っ
た
大
会
と
同
じ

戸
張
さ
ん
、
岩
渕
さ
ん
、
馬
鳥
さ
ん
、
柳
さ
ん
で
、

歴
戦
の
古
？
強
者
ぞ
ろ
い
。
大
会
終
了
後
、
Ｓ
Ｋ
プ

ラ
ザ
に
戻
り
表
彰
式
と
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

応
援
可
能
な
方
は
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

私たちの医療と年金はどうなる？
〜秋期学習交流会に参加ください〜

　政治の混乱により「高齢者医療制度改革」が
一向に進まない中、東日本大震災復興財源の関
係で年金を含む社会保障が…、私たちの医療と
年金がどうなるか、心配の種はつきません。
●日　時　９月 27 日（火）

午後１時半開会
●場　所　ＳＫホール（清掃会館地下１階）
●テーマ

医療と年金、税制に対する地公退の取
組み（政治情勢によりテーマが変る可能性もあります。）

●講　師
川端　邦彦氏（地公退事務局長）
※学習会終了後、概ね３時頃から交流会
をもちます。

信州奥座敷不動温泉の旅
（清友会親睦旅行案内）

■ 日　　程　11 月９日（水）～ 11 日（金）
　　　　　　　（２泊 3 日）
■ 会　　費　 37,000 円
　　　　　　　（旅行費 36,000 円・懇親費 1,000 円）
　　　　　　　※会費は出発日当日いただきます。
■ 宿　　泊　 不動温泉　華　菱
　　　　　　　〒 965-0813 長野県飯田市東山町
　　　　　　　TEL 0265-47-2321
■ 集合場所　 新宿駅西口・安田生命ビル前
■ 集合時間　 午前８時　（※集合次第出発）
■ 行　　程

新宿西口→駒ヶ根（昼食）→光前寺（参拝）
→飯田・水引工芸（見学）→不動温泉（泊）
ホテル→木地師の里（見学）→妻籠宿（見
学）→寝覚の床（見学・昼食）→ホテル
ホテル→信州物産センター（買物）→元
善光寺（参拝）→八ヶ岳（昼食）→新宿
西口

■ 申 込 み　９月早々に申込み書を送付。
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７
月
10
日
・
11
日
、
市
町
村
共

済
保
養
所
「
シ
ー
サ
イ
ド
い
ず
た

が
」
に
て
都
庁
職
員
退
職
者
連
合

会
の
学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

学
習
内
容
は
、
①
都
共
済
年
金

制
度
の
現
状
と
課
題
、
②
４
課
題

（
年
金
・
医
療
・
介
護
・
税
制
）
に

関
わ
る
退
職
者
連
合
の
取
組
み
で

し
た
。

　
「
都
共
済
年
金
制
度
の
現
状
と
課

以
降
赤
字
に
な
っ
て
お
り
、
年
金

原
資
の
長
期
給
付
積
立
金
を
取
り

崩
し
て
い
ま
す
。

　

積
立
金
は
平
成
30
年
度
に
は
枯

渇
し
、
資
金
不
足
に
陥
る
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
資
金
が
不
足
し

た
場
合
は
、
地
方
公
務
員
共
済
組

合
連
合
会
か
ら
資
金
の
交
付
を
受

け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

優
良
と
い
わ
れ
て
き
た
地
公
共
済

年
金
も
赤
字
に
な
る
時
代
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

年
金
制
度
を
ど
う
す
る
か
、
社

会
保
障
制
度
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
そ
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
の
考
え
方
を
、
学
習

課
題
の
２
「
４
課
題
（
年
金
・
医
療
・

介
護
・
税
制
）
に
関
わ
る
退
職
者

連
合
の
取
組
み
」
で
、
木
村
寛
退

職
者
連
合
事
務
局
次
長
（
元
・
都

労
連
書
記
長
）
が
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
下
手
な

解
説
を
す
る
よ
り
、
９
月
の
清
掃

退
職
者
会
学
習
交
流
会
の
テ
ー
マ

で
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
学
び
た
い

と
思
い
ま
す
。

○都共済組合組合員・年金受給者
Ｓ 48 Ｈ 22 増△減

組 合 員 数 16.5 万人 12.5 万人 △４万人
年金受給者 1.5 万人 14.5 万人 13 万人

題
」
に
つ
い
て
、
都

共
済
年
金
課
長
を
講

師
に
迎
え
お
話
し
を

聞
き
ま
し
た
。
都
共

済
組
合
の
年
金
経
理

の
収
支
状
況
は
組
合

員
数
が
減
少
し
年
金

受
給
者
の
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
48

年
度
と
平
成
22
年
度

の
組
合
員
数
と
年
金

受
給
者
の
比
較
は
表

の
と
お
り
で
、
こ
れ

に
よ
り
平
成
13
年
度

都
庁
退
学
習
交
流
集
会

〜
都
共
済
の
年
金
経
理
は
既
に
赤
字
〜

庄
司
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

震
災
の
影
響
に
よ
り
社
会
保
障
改
革

は
進
ん
で
い
な
い
が
、
連
合
と
し
て
よ

り
よ
い
制
度
の
確
立
へ
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
６
月
７
日
、
自
治
労
「
年
金
集
会
」

が
日
本
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
東
京

清
掃
本
部
と
と
も
に
戸
枝
会
計
が
参

加
し
ま
し
た
。
短
時
間
雇
用
者
の
厚
生

年
金
移
行
、
最
低
補
償
年
金
、
自
営
業

の
所
得
比
例
年
金
、
２
号
・
３
号
問
題

な
ど
が
年
金
制
度
改
革
検
討
の
焦
点

に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
６
月
24
日
に
、
国
鉄
闘
争
共
闘
会

議
総
会
が
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
国
鉄
闘
争

「
感
謝
の
つ
ど
い
」
が
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
、
戸
枝
会
計
が
参
加
し

ま
し
た
。
国
鉄
闘
争
は
概
要
を
７
月
号

で
報
告
し
た
と
お
り
終
結
し
ま
し
た

が
、「
団
結
ま
つ
り
」
は
今
年
も
継
続

開
催
し
ま
す
。

▼
６
月
25
日
に
労
働
行
政
職
員
退
職

者
会
の
定
期
総
会
が
都
議
会
棟
ポ
ー

ル
ラ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
渡
辺
会
長
が

退職者会
活動日誌

参
加
し
ま
し
た
。

▼
６
月
28
日
、
自
治
退
関
東
甲
定
期

総
会
が
湯
河
原
で
開
催
さ
れ
、
庄
司

事
務
局
長
が
代
議
員
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
総
会
の
模
様
は
７
月
号
で

報
告
し
た
と
お
り
で
す
。

▼
７
月
10
日
と
11
日
に
市
町
村
共
済

保
養
所
「
シ
ー
サ
イ
ド
い
ず
た
が
」
で

都
庁
退
学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
、
小
林
事
務
局
次
長
、

岩
渕
会
計
監
査
が
参
加
し
ま
し
た
。
内

容
は
別
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
７
月
11
日
、
学
習
交
流
集
会
会
場

で
都
庁
退
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
庄

司
事
務
局
長
、
岩
渕
会
計
監
査
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
、
９
月

の
高
齢
者
集
会
と
都
庁
退
親
睦
交
流

集
会
バ
ス
ツ
ア
ー
の
取
組
み
で
し
た
。

▼
７
月
17
日
、
東
京
清
掃
組
織
集
会

が
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

戸
張
副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
小

林
事
務
局
次
長
、
戸
枝
会
計
が
参
加

し
ま
し
た
。
内
容
は
別
記
の
と
お
り

で
す
。

▼
７
月
22
日
、
第
３
回
三
役
会
と
第

２
回
幹
事
会
を
開
催
。
幹
事
全
員
参

加
。
会
議
の
内
容
は
今
号
の
報
告
の

と
お
り
で
す
。

▼
７
月
22
日
開
催
の
清
掃
退
学
習
交

流
会
の
模
様
は
別
記
の
と
お
り
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
６

月
２
回
、
７
月
３
回
。
主
な
課
題
は
、

当
面
の
行
動
企
画
、
住
所
録
作
成
、
機

関
紙
等
発
送
の
取
組
み
な
ど
で
し
た
。

＊
６
月
６
日
の
第
１
回

幹
事
会
以
降
７
月
22
日

の
第
２
回
幹
事
会
ま
で

▼
６
月
６
日
、
公
務
労

協「
社
会
保
障
学
習
会
」

が
日
本
教
育
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

清
掃
本
部
か
ら
参
加
す

る
よ
う
連
絡
が
あ
り
、
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３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
福
島
第
一
原
発
の
１
号
炉
か
ら

３
号
炉
ま
で
が
炉
心
溶
融
し
、
高
濃

度
の
放
射
性
物
質
を
大
量
に
放
出
す

る
最
悪
の
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
は
、
地

域
の
住
民
や
労
働
者
だ
け
で
は
な

く
、
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
将
来
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
生
命
に
と
っ

て
も
、
計
り
知
れ
な
い
悪
影
響
を
与

え
る
も
の
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。
人
間

の
生
存
を
脅
か
す
計
り
知
れ
な
い
原

子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
恐
怖
と
犠
牲

を
、
未
来
に
残
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

内
橋
克
人
、
大
江
健
三
郎
、
落
合

恵
子
、
鎌
田
慧
、
坂
本
龍
一
、
澤
地

久
枝
、
瀬
戸
内
寂
聴
、
辻
井
喬
、
鶴

見
俊
輔
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
「
さ
よ

な
ら
原
発
1000
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
19
日
（
月
・
敬
老
の
日
）、

午
後
１
時
30
分
か
ら
明
治
公
園
で
集

会
を
開
催
し
、
デ
モ
を
し
ま
す
。
当

日
は
祝
日
作
業
日
な
の
で
、
東
京
清

掃
現
役
世
代
の
大
量
参
加
が
難
し
い

日
で
す
。
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
全
日

制
市
民
の
出
番
で
す
。

　

退
職
者
会
は
、
メ
ー
デ
ー
並
み
の

態
勢
で
臨
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
暑
い
時
季
で
す
が
、
参
加
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

９月19日に大集会

▼区移管以降の清掃事業の
　あり方が問われている
▼東京清掃の組織問題に深
　く関わる公務員制度改革

　

７
月
17
日
、文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

で
東
京
清
掃
組
織
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
１
泊
か
２
泊
で

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
東

日
本
大
震
災
を
考
慮
し
て
一
日
開

催
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

集
会
は
２
部
構
成
で
、
午
前
中

は
収
集
部
門
の
予
算
人
員
闘
争（
報

告
・
世
田
谷
）、
清
掃
一
組
の
予
算

人
員
闘
争
と
工
場
運
営
、
３
月
に

取
組
ま
れ
た
仙
台
市
災
害
廃
棄
物

処
理
応
援
の
報
告
、
午
後
は
公
務

員
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
藤
川
公

労
協
副
事
務
局
長
と
森
下
自
治
労

現
業
局
長
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

収
集
部
門
で
は
、
退
職
不
補
充

の
方
針
が
貫
徹
さ
れ
、
偽
装
請
負

の
疑
い
が
強
い
車
付
雇
上
（
人
員

付
車
両
供
給
）
と
い
う
作
業
形
態

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
工
場
で
は
飛
灰
か
ら
高
濃

度
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
問
題
で
す
が
、
水
銀

混
入
ご
み
搬
入
問
題
が
再
発
し
ま

し
た
。
23
区
が
各
区
バ
ラ
バ
ラ
の

分
別
方
法
で
よ
し
と
し
、
排
出
指

導
責
任
を
事
実
上
放
棄
し
て
い
る

こ
と
と
無
関
係
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
は
、
清
掃
課
長
会
と
の
協
議
に

よ
り
、
23
区
一
体
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
が
、
23
区
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
せ
た
か
と
い

う
面
で
疑
念
が
残
り
ま
す
。
こ
こ

に
も
清
掃
事
業
に
対
す
る
23
区
の

姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京

清
掃
最
大
の
課
題
は
こ
う
し
た
23

区
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
で
す
。

東京清掃組織集会

　

一
方
、
公
務
員
制
度
改
革
に

よ
り
、
①
非
現
業
に
も
労
働
協

約
権
が
付
与
さ
れ
、
②
人
勧
制

度
が
廃
止
さ
れ
て
「
自
律
的
労

使
関
係
」
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
清
掃
に
と
り
、
23
区
統

一
交
渉
を
維
持
で
き
る
か
、
現

業
労
組
の
規
定
が
ど
う
な
る
か

が
焦
点
で
あ
り
、
単
組
と
し
て

の
存
立
基
盤
が
危
う
く
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
東
京
清
掃

の
組
織
形
態
を
巡
る
動
向
を
見

守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


